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み
な

「芸
術
祭
」

習
志
野
市
芸
術
文
化
協
会
副
会
長

澤
田
　
弘

今
年
も
立
春
と
な
り
、
紅
梅
が
青

空
を
バ
ッ
ク
に
咲
き
は
じ
め
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
が
、
過
去
最
高
の
十
万
人

を
超
え
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
も
コ
ロ
ナ
感
染
に

不
安
を
感
じ
な
が
ら
、
お
過
ご
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

思
い
返
す
と
、
令
和
三
年

一
月
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
発
生

が
報
じ
ら
れ
て
か
ら
、
感
染
者
拡
大

の
波
は
六
波
、
四
回
に
わ
た
り
緊
急

事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
令

和

二
年
は
半
年
以
Ｌ
、
緊
急
事
態
宣

言
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
公
民
館
等
の
公
共
施

設
の
使
用
中
止
や
使
用
人
数
制
限
等

諸
々
の
制
約
の
な
か
、
会
員
の
皆
さ

ま
は
、
感
染
防
止
に
配
意
し

つ
つ
、

創
意

・
工
夫
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。芸
術

。
文
化
活
動
は
、
発
表
や
展

示
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
多
く
の

方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
励
み

に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
活
動
発
表
の
場
が
、
毎
年

春
に
開
催
す
る
芸
文
協
主
催
の

「芸

術
祭
」
で
す
じ

今
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
第

二
十
八
日
芸
術
祭
が
、
四
月
卜
五
日

か
ら
十
七
日
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

を
中
心
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

春

の
民
謡
芸
能
大
会
や
ア
ロ
ハ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
幸
道
展
、
絵
画
展
、

書
道
展
、
克
集
展
、
和
紙
ち
ぎ
り
絵
展
、

陶
芸
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
等
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。

会
員
の
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
通
り

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
が
必
要
で
す
。

芸
文
協
も
共
催
し
て
い
る
、
昨
年

末
に
開
催
さ
れ
た

「第
四
十

二
回
習

志
野
第
九
演
奏
会
」
は
、
こ
れ
ま
で

に
無
い
苫
労
が
あ
り
ま
し
た
。
密
を

回
避
す
る
た
め
、
合
唱
団
員
は
、
こ

れ
ま
で
の
三
分
の
´
に
減
ら
し
ま
し

た
。
勿
論
マ
ス
ク
は
外
せ
ま
せ
ん
。

演
奏
会
当
日
は
、
手
指
消
毒
、
検
温
、

チ
ケ
ッ
ト
半
券
に
名
前
と
連
絡
先
の

記
入
、
会
場
内
の
整
理
な
ど
に
人
手

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
音
楽
協
会

や
習
志
野
市

ｌｉｒ
民
カ
レ
ツ
ジ
卒
業
生

の
皆
さ
ん
、
そ
の
他
関
係
者
の
皆
さ

ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

元
の
状
態
に
い
つ
戻
れ
る
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
に
は
、
趣

味
や
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
仲
間
や

支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
も
人
勢
い
ま

す
。
元
気
、
陽
気
、
勇
気
、
根
気
、

強
気
を
持

っ
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

打
ち
勝
ち
ま
し
ょ
う
。
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